






目的:高学歴社会が進み、男女平等の意識が高まり、ほとんど全ての女性が仕事をもった経

験がある現在、家庭・家族に関する考え方も変化してきている。一方、母親の出産高齢化、

分娩数の減少により乳幼児の数は減少している。このようななかで乳幼児健康診査が実施

され、発達障害児の早期発見・早期療育が行なわれているわけであるが、従来のような発

達障害児に対する早期療育だけではなく、障害児の家庭、父親・母親へのサポートが必須

であると考えられる。そこで今回は、そのサポートのための基礎資料を得ることを目的に、

発達障害児を持つ父親と母親の家庭・家庭観について検討したので報告する。 


